


























AQBに変えました

Change from other Implants to AQB

「AQBに変えて良かった」という全国の8名の先生の医院を訪問しました
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「AQBに変えて良かった」という全国の8名の先生の医院を訪問しました

　「古くはサファイアインプラントから経

験し、以前は I を使っていたのですが、

まれに埋入後の炎症や骨吸収等のトラ

ブルが起こってしまうことがありました。

しかしAQB を使うようになってから、

今までトラブルは一度もないですね」

　福岡市内の閑静な住宅街に建つ笠

原歯科医院、院長の笠原雅好先生は、

AQB のメリットを続けてお話しくださ

います。

　「骨結合の良さ、シンプルな操作、安価

であること。この 3 つが導入のきっかけ

ですね。特に、多少動揺があっても固定

しておけばきっちりと固着する結合の良

さは、最大の利点だと思います」

　笠原先生はこの土地で開業し30 年

あまり、昔ながらの患者さんも多く、その

中にはインプラントをご希望される方も

多いそうです。

　「埋入後、インテグレーションしな

かった他社インプラント症例を、AQB

でリカバリーしたものも数例経験しま

した。また、骨幅がない臼歯部 6、7 番

に 3mm サイズをそれぞれ植立後、連

結し、順調に経過している症例もありま

す。AQB の実績から行ってみようと思

いましたが、他社製品ではこうはいかな

かったでしょう。フィクスチャー 6mm な

ど短いサイズも扱えるうえ、初期固定が

早い点、コストが安価で治療費に反影で

きる点も大いに評価すべき利点ですね」

　常に、患者さんの幸せを考えた選択が最

善の治療、とおっしゃる先生に、これから導

入される先生方にアドバイスを伺いました。

　「患者さんに最善のインプラント治療

を提供するためには、予防とリコールが

大変重要です。当院では患者さんに意

識が定着し、リコール率は 80％ほどで

す。AQB はよく付き早いので、自分の

技術や骨の状態に応じ、患者さん本位

の治療をすれば、症例の幅は大いに広

がるでしょう」

●福岡県福岡市●

笠原歯科医院

笠原　雅好　先生

よく付き早い、トラブル知らずのインプラント

奥様の
右子先
生と一
緒に。

JR 上諏訪駅から徒歩5分、住宅街の中にあり
ます。

平林　明　先生

●長野県諏訪市●

平林歯科医院

　諏訪湖や霧ヶ峰高原などのある、自然

豊かな長野県諏訪市、平林歯科医院、院

長の平林明先生にお話を伺いました。

　「AQB は昨年秋に導入しました。当時

使っていたチタン系 2ピースインプラン

トのPで、ネジ部の緩みが何症例か続い

た時に AQB 研修会に出席、そのリカバ

リーとしてAQB を植立したところ、がっ

ちり付いたんです。やはり2ピースでは

構造的にネジの緩みは絶対に起こりうる

ことを実感しました。それから、今はほと

んど1ピース AQB を使っていますね」

　さらに AQB の利点をこうお話しくだ

さいます。

　「Pでは埋入後、初期固定まで半年待っ

ていたものが、AQBを導入してから大幅に

短縮されました。また、以前他社製品を埋入

した患者さんにAQBを施術したところ、『前

は何となく違和感があったが、今回は痛み

がなかった』という声もいただいています」

　「購入したインプラント体の無料交換に

も、大変利便性を感じます。術前にしっか

り計画していても相手は生体、オペ時に

は何が起こるかわかりません。そういった

場合に、色々なサイズを用意しておけば

柔軟に対応できます。他メーカーにはな

いサービスで、大変助かっています」

　「全ては患者さんのために」をモットー

とし、日々診療をされる先生は、最後に

AQB のメリットをこう付け加えてくださ

いました。

　「AQB には役に立つ研修会が豊富

で、症例相談や営業のフォロー等、サ

ポート体制が非常に充実しているので

安心ですね。コスト的に優れた AQB だ

からこそ、患者さんへのご提供価格をあ

る程度低く設定することもできます。患

者さんに喜んでいただけることが一番の

メリットであると思いますね」

患者さんに喜んでもらえることが一番のメリット

スタッフのみなさんと。

開業から30年、多くの患者さんが訪れます。

足の不自由
な患者さん
のために、階
段にはリフ
トが用意さ
れています。
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●静岡県浜松市●

やまぐち歯科医院

山口　芳照　先生

　静岡県浜松市のやまぐち歯科医院・

院長の山口芳照先生がAQB を導入した

きっかけは 9 年前、同じ浜松市内でご開

業の、医社）誠伸会 大庭歯科医院院長・

大庭誠介先生からのご紹介だそうです。

　「以前はPを使っていたのですが、2ピー

ス2 回法ではどうしてもコストが高く、術

式も繁雑になってしまいます。問題を感じ

ていたところ、当時AQB を年間 300 〜

400 本植立していた大庭先生よりご紹介

を受けました。1ピース1回法のAQB

にしてから、ネジのトラブルの心配がなく

なったうえ、アバットメントが突出している

ため、インテグレーションの確認が簡単に

できるので安心感がありますね」

　患者さんにも大いにメリットがあると

お話しくださいます。

　「コストが低くなった分、患者さんにも

安価で提供できるようになりました。他医

院でのインプラント治療で、補綴物装着ま

で1年程かかった患者さんが、うちでは

2ヵ月で済み、費用も半分で済んだと大変

喜んでいらっしゃいました。現在 AQB イ

ンプラントは当院の経営の柱です。これな

くしては診療が成り立ちません」

　月に平均20本AQBを植立される山口

先生は、多忙な診療のかたわら、数多くの学

会やスタディグループに出席、地域のさまざ

まな取り組みにも参加していらっしゃいま

す。そんな先生に、今後の展望を伺いました。

　「歯科医療は近年、目覚ましい発展のな

かにあります。インプラントもその１つであ

り、患者さんにいつまでも元気で充実した

生活を過ごして頂くための一翼を担うも

のです。私たちTEAM YDC（Yamaguchi 

Dental Clinic）は、日進月歩の最新医学を

身につけ、患者さんの健康はもちろん、よ

り充実した人生を過ごされるためのお役

に立っていきたいと思います」

　“愛と情熱の歯科医”という山口先生

の奮闘は、今日も続きます。

今はAQBなくして、診療は成り立ちません

●埼玉県さいたま市●

ファーストタワー歯科クリニック

　埼玉県さいたま市、「武蔵浦和メディ

カルセンター」は、総面積 1,500 坪、8 つ

の診療所が入る、全国でも最大級の医

療モールです。その中のファーストタワー

歯科クリニック・院長の堀直広先生にお

話を伺いました。

　「歯科医師である父（神奈川県平塚市、

ほり歯科医院院長、堀信之先生）がユー

ザーでしたので、もともと AQB は知って

いたのですが、同窓の日本歯科大学口腔

外科の先輩に紹介を受け、導入に至りま

した。シンプルな手技が決め手になりま

したね」

　実際に施術されたご感想をお話くだ

さいます。

　「最初は、1ピースに対し不安があった

のですが、症例を経験するうちに再結晶

化 HAの信頼性を実感しました。勤務医

時代に、I やAインプラントの経験があ

るのですが、2ピース主流のものは症例

におけるアバットメントの選択や操作の

複雑さ等、初歩的な部分で取りかかりに

くさを感じていたため、シンプルな AQB

は非常に導入しやすいシステムでした。

津山泰彦先生の口腔外科コース研修会

等も受講しています。今後は、臨床を積み

重ね、少しずつ研鑽していけたらと思っ

ています」

　常に「患者さんに何ができるか」を念

頭に治療をされる先生は、保育士の資格

もお持ちです。周辺住宅街から訪れるお

母さん方は、安心してお子さんの治療を

任せられます。

　「子どもが好きなんですよ（笑）。患者

さんには自分のできる限りのことをした

いと思っています。AQB も患者さんの

ご要望に応えるために、かかせないツー

ルとして役立ってくれています。治療を

受けた方には大変感謝されるうえ、シン

プルなシステムは結局、安心安全な治療

に繋がりますからね」

　穏やかな笑顔で語ってくださいました。

堀　直広　先生

広 と々した明るい待合室。

シンプルなシステムは安心安全な治療につながります

日本口腔インプラント学会認定医取得のための
１００時間コース修了式で、川原春幸先生と。

浜松市の中心部を東西に結ぶ六間道
路沿いに位置しています。

武蔵浦和駅から徒歩 4分。医療モール、武蔵
浦和メディカルセンターの一画にあります。
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　「以前使っていた P では、営業マンが

最初に製品の説明に一回来ただけで終

わりでしたが、AQB は購入後も親身に

なってフォローしてくれる。ありがたいで

すね」

　こうお話しくださったのは、東京都福生

市の東福生歯科クリニック院長、金村泰

成先生です。先生がAQB を導入された

のは 2ヵ月前、きっかけは、先輩の先生か

らのご紹介だったそうです。

　「インプラントをやってるならこっちの

方がよいよ、と AQB を教えてもらいま

した。その際、システムのシンプルさはも

ちろんのこと、営業がよくやってくれる

と紹介を受けたんですよ。実際、症例に

迷ったり相談したい際に、フットワークよ

く指導医の佐野次夫先生と連携をとっ

てくれ、術前診断や難症例への出張オペ

等で、色 と々お世話になっています」

　製品自体にも利点を感じてくださって

いるそうです。

　「以前より適応症例が広がりました。

P では、上顎の症例はオペを扱っていな

かったのですが、AQB にしてから骨誘

導能の力で骨造成を行わなくても対応

できることが多くなり、患者さんにもお

勧めしやすくなりましたね」

　多摩地域の中西部に位置する福生市

でご開業され 13 年、患者さんは地元

の方が中心で、最近ではインプラントの

ニーズも増えてきているそうです。

　「AQB は治癒も早く、『思ったよりも

痛みが少ない』と患者さんには大変喜ば

れています。コストが低いので、その分、

患者さんへのご提供価格を2 割ほど下

げることもできました。これからの時代、

インプラントは必要な治療です。様々な

サポートの充実したAQBで、インフォー

ムドコンセントを大切にしながら、力を

入れていきたいと思います」

　地域の患者さんのために、とにこやか

にお話しくださいました。

患者さんは口腔内カメラを見ながら治療説明
を受けられ、より深く理解することができます。

予後のよいAQBで、患者さんに優しい治療を提供
●千葉県松戸市●

医）愛真会 さかえ歯科クリニック

山本　信一　先生

　千葉県松戸市、北松戸駅より徒歩10

分のさかえ歯科クリニック、院長の山本

信一先生にお話を伺いました。

　「数年前までは、チタン系の P を導入

していましたが、患者さんからインプラ

ントのご要望があった際に、専門の先生

に来てもらって、出張オペという形での

導入形態でしたね」

　AQB を導入された経過をこうお話く

ださいます。

　「AQB は、歯科医師の友人が先に導

入していたのですが、術式を見たところ、

インプラントを実際に施術したことのな

い私にもできそうだと思い、導入するこ

とにしました。実際、1ピースの形態はシ

ンプルで手技も簡便、比較的早く慣れる

ことができました。また AQB は付きが

良く、多少動揺があっても、しばらく待て

ば再結晶化 HA の力で骨ときちんと結

合するので、安心して施術することがで

きます」

　患者さんからも喜びの声をいただい

ているそうです。

　「初期固定が早く、上部構造装着まで

の期間が以前より短くなったので、非常

に楽だというご感想をいただきました。

やはり患者さんのためには、できるだけ

早く噛めるようになることは、大変重要

ですね」

　山本先生のさかえ歯科クリニックで

は、すべての診療において痛くない治療

を目指し、“患者さんに優しい治療”をご

提供されています。

　「インプラント治療においても同様で

す。AQB は手技さえきちんと守れば成

功率も高いので、大変扱いやすいインプ

ラントですね。予後がよく、患者さんの

痛みも少ないので、医院コンセプトの実

現に非常に役立ってくれています」

　患者さんでいっぱいのお忙しい診療

時間の合間を縫って、笑顔で語ってくだ

さいました。

●東京都福生市●

東福生歯科クリニック

金村　泰成　先生

緑を基調とした、清潔感のある院内です。

導入後も親身なフォロー、ありがたいですね

住宅街の中に愛らしい医院が見えてきます。

東福生駅か
ら徒歩 5分、
福生駅から
徒歩 9分の、
便利な場所
にあります。
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●大阪府堺市●

八百歯科医院

八百　正浩　先生

　「AQB はオペ時に、植立孔の拡大

形成および仕上げを、フィンガードライ

バーを用いて手指の感覚で行えるのが、

大きな利点ですね。P では、最後の仕

上げもドリルを用いて機械的に行わなけ

ればならなかったため、少しのブレで穴

がすぐに拡大してしまい、それが大変ス

トレスになっていました」

　大阪府堺市にある八百歯科医院の院

長、八百正浩先生にお話を伺うと、開口一

番にこうおっしゃいました。以前は、Pイン

プラントを10年程お使いだったそうです。

　「オペ時のストレスもあって、段 と々症

例自体に消極的になり、その後やらなく

なってしまいました。インプラントをご希

望される患者さんにはお断りをしていま

したが、『他の医院で治療を』と話をす

ることに、歯科医として寂しさを感じて

いました。そんな折 AQB を知り、営業

の方の説明で手技の操作性の良さに納

得、確信を持って導入しました」

　先生は他にもメリットを感じてくだ

さっているそうです。

　「営業の方が熱心にフォローしてくれ

る点も、AQB ならではの利点だと思い

ます。こちらの疑問には、認定医の先生

方と連携をとって、きちんと回答してくれ

ます。また、AQB 新聞の連載は大変治

療の参考になります。様々なサポートが

あるので、治療が行いやすいですね」

　「患者さんに喜んでもらうことが、私と

スタッフの喜びです」とおっしゃる先生

のもとへは、周辺地域だけでなく遠方か

らも、インプラントを希望する患者さん

が訪れます。

　「患者さんは、インプラントを施術する

とすごく喜んでくれますよ。メンテナンス

のたびに『インプラントにしてよかった』

という声が聞けたり、違う患者さんを連

れてきてくれたり。今では患者さんにも

インプラントをご紹介しやすくなりまし

た。AQB を導入して本当によかったと

思いますね」

　うれしいお言葉をいただきました。

AQBインプラントでオペ時のストレスを克服

スタッフのみなさんと一緒に。

●岡山県岡山市●

原尾島歯科

難波　一郎　先生

　「AQB は 1ピースゆえに、オペの手

技も技工操作もシンプルなのがいいで

すね。2ピースの P は、オペ・補綴操作

ともに繁雑でした。導入した一番の理由

は、やはりシンプルさですね」

　岡山県岡山市の原尾島歯科・院長、

難波一郎先生はこうお話くださいまし

た。原尾島歯科では、HP でインプラン

ト治療には AQB を採用していること、

そしてそのメリットを、患者さんに向けて

詳しくご説明しています。

　「HP で、オペが 1 回で済み、治療期

間が短いというAQB のメリットを見て、

治療を希望し来院してくださる患者さん

も多いんですよ。また、被覆部長 6mm

や、外径 3mm サイズは他社にはないラ

インナップで大変利便性が高いと思い

ます。多少骨幅が薄い症例でも、骨造成

を行わずに、よりシンプルにオペを行え

ることが多くなりました」

　原尾島歯科 HP では他に、難症例に

は津山泰彦先生がインプラント専門医

として施術をされる旨もご紹介されてい

ます。

　「AQB は、研修会講師の先生が出張

オペに来てくれたり、セミナーで質問に

熱心に答えてくれたりと、サポート体制

が充実していることがありがたいです

ね。営業の方もこまめに足を運んでく

れ、助かっています」

　岡山市にご開業され 8 年、日頃から

エビデンスに基づいた治療を大切にさ

れている難波先生のもとには、治療され

た患者さんから、多くの喜びの手紙が届

きます。

　「診療においては、常に基本に忠実で

誠実な治療を心がけています。それは結

局、患者さんにとって最良の治療を行う

ことにつながります。これからも、患者さ

ん一人一人の、歯とお口の健康を回復し、

精一杯の治療をご提供していきたいと

思っています」

　常に誠実に診療に向き合う、先生のお

人柄が伝わってきました。

HPでAQBの治療を説明。施術希望が増えました

難波先生と歯科衛生士のみなさん。

緑もあしらわれ、優しい雰囲気の外観です。

岡山市原尾島に位置。院内には患者さんから
届いたお礼の手紙も飾られています。








